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「外国人来訪者等が利用する施設における避難誘導
のあり方等に関する検討部会」の開催

予防課

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会で
は、多数の外国人来訪者等が、駅、空港などのターミナ
ル施設や競技場、旅館・ホテルなどを利用することが想
定されます。
　これらの施設では、火災時にはベル音等により、地震
時には揺れを体感することにより、異常事態が発生した
ことを認識することができますが、日本語を理解できな
い外国人来訪者等に対しては、特に詳細な災害情報の伝
達や避難誘導などを行うことが求められます。
　このような状況を踏まえ、ターミナル施設等において、
多様な利用者に配慮した詳細な災害情報の伝達や避難誘
導が行われるよう、デジタルサイネージやスマートフォ
ンなどの活用について検討するための検討部会を開催す
ることといたしました。
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１　検討部会の背景・目的

４　今後のスケジュール

２　検討項目
　主な検討項目については次のとおりです。
　（1）�　外国人来訪者等が利用する施設における災害情

報の伝達に関する事項
　（2）�　外国人来訪者等が利用する施設における避難誘

導に関する事項
　（3）�　外国人来訪者等が利用する施設におけるその他

の安全対策に関する事項

３　第１回検討部会の内容
　10月14日に開催された第１回検討部会では、先進技術
等の紹介が行われるとともに、外国人来訪者等が利用す
る施設における災害情報の伝達や避難誘導の現状と課題、
検討する際の論点と方向性などについて、検討が進めら
れました。
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